








































台北俳句会が『七彩』から独立するのと前後して、1971 年 10 月に


















のうち経歴は記されてないが 10 首以上の歌が掲載されている人、＃は 1 ～ 5 首の人。
投句者 A 投句者 B A＋ B A／ A＋ B 発行年月
第 1 集 23（＊ 2　＃ 1）  2 25 92.0％ 1971 年 10 月
第 2 集 22（＊ 4　＃ 1）  2 24 91.7％ 1972 年 10 月
第 3 集 26（＊ 5　＃ 1）  3 29 89.3％ 1974 年 1 月
第 4 集 24（＊ 4　＃ 1）  4 28 85.7％ 1975 年 1 月
第 5 集 21（＊ 4　＃ 1）  4 25 84.0％ 1976 年 1 月
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第 6 集 25（＊ 4　＃ 2）  4 29 86.2％ 1977 年 1 月
第 7 集 27（＊ 5　＃ 1）  3 30 90.0％ 1978 年 2 月
第 8 集 33（＊ 8　＃ 1）  4 37 89.1％ 1979 年 2 月
第 9 集 40（＊ 8　＃ 1）  7 47 85.1％ 1980 年 2 月
第 10 集 49（＊ 8　＃ 2）  8 57 85.9％ 1981 年 4 月
第 11 集 55（＊ 11 ＃ 3） 11 66 83.3％ 1982 年 4 月
第 12 集 60（＊ 12 ＃ 3） 14 74 81.0％ 1983 年 4 月
第 13 集 50（＊ 7　＃ 1） 15 65 76.9％ 1984 年 7 月
第 14 集 48（＊ 7　＃ 0） 17 65 73.8％ 1985 年 7 月





















減少に向かって、第 15 集（1986 年）では 7 割強になっている。しかし
減り方は緩慢で、それから 20 年後の台北俳句会創立 35 周年のすぐ後に
出た『台北俳句集　36』（2006 年）の段階になっても、台湾在住の投句
者 45 名中に、『台湾歌壇四十周年記念誌』（2008 年 12 月）に詠草を出











句を各自平等に 20 句ずつ掲載している。20 句に足りない人もたまにい










の次に来たのだが、第 28 集～ 31 集では一旦元の順に戻っている）。
『台北俳句集』は各年度ごとに発行する原則であるが、実際には刊行
が遅れることもあって、会発足の 1970 年から創立四十周年に当る 2010
年までの 40 年間に刊行されたのは第 36 集（表題は「中華民国 95 年度」、
2009 年 5 月刊行）までである5）。
【資料②】『台北俳句集』の内容／表題一覧
投句者数 あとがき 表題または内容の要点 発行年月
第 1 集 　 25 人   1 ページ ごく短い形式的まえがき 1971 年 10 月
第 2 集 24 1 ごく短い形式的まえがき 1972 年 10 月
第 3 集 29 1 芸術への蝸牛の歩み 1974 年 1 月
第 4 集 28 1 文学作品としての俳句 1975 年 1 月
第 5 集 25 1 最初の投句批判 1976 年 1 月
第 6 集 29 3 句の良否の判定例句 1977 年 1 月
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第 7 集 30 7 日本語批判（異言語の句） 1978 年 2 月
第 8 集 37 10 言語道具論（革命的な句） 1979 年 2 月
第 9 集 47 3 日本趣味追随批判（湾俳登場） 1980 年 2 月
第 10 集 57 5 短歌の半分論（和句での革新） 1981 年 4 月
第 11 集 66 7 盗作（剽窃）論 1982 年 4 月
第 12 集 74 4 歌われる詩歌・書かれる詩歌 1983 年 4 月
第 13 集 65 11 季語論 1984 年 7 月
第 14 集 65 2 群の遊びとルール 1985 年 7 月
第 15 集 67 3 十五周年の回想と自省 不明（奥付欠）
第 16 集 73 5 新旧ちゃんぽん論 1987 年 8 月
第 17 集 73 4 個性の喪失 1988 年 8 月
第 18 集 67 6 俳句の前書と句評 1989 年 8 月
第 19 集 63 30 「自句自解」と「短歌の半分」 1991 年 3 月
第 20 集 59 15 「俳句歳時記について」 1992 年 5 月
第 21 集 68 9 日本文化と貧＊ 1993 年 2 月
第 22 集 70 38 「ありげな問題のいくつか」＊ 1994 年 6 月
第 23 集 65 30 文法論＊ 1995 年 10 月
第 24 集 62 27 「台湾歳時記と台湾季語」＊ 1997 年 3 月
第 25 集 60 59 「戦後の台湾俳句」＊ 1998 年 12 月
第 26 集 59 83 「日本文化の原点」 2000 年 6 月
第 27 集 65 1 ごく短い「附記」# 2000 年 12 月
第 28 集 64 2 短い説明的「後記」# 2001 年 10 月
第 29 集 59 1 ごく短い「後記」# 2002 年 1 月
第 30 集 54 1 ごく短い「後記」# 2003 年 6 月
第 31 集 56 1 ごく短い「後記」# 2003 年 8 月
第 32 集 50 2 ＋ 7 正岡子規国際俳句賞受賞 2005 年 7 月
第 33 集 48 1 短い形式的「あとがき」 2006 年 7 月
第 34 集 54 4 解題的「あとがき」 2007 年 9 月
第 35 集 51 5 断想的「あとがき」 2008 年 3 月
第 36 集 53 8 回想的「あとがき」 2009 年 5 月
『台北俳句会四十周年紀念集』現会員人の句 52 ほか 2010 年 12 月
第 37 集 50 2 短い形式的「あとがき」 2011 年 9 月
第 38 集 45 3 回想的「あとがき」 2012 年 4 月
第 39 集 50 2 短い形式的「あとがき」 2012 年 8 月
第 41 集 40 1 短い形式的「あとがき」 2015 年 7 月
第 42 集 同 同 同一内容 同
第 43 集 同 同 同一内容 同





ぎ、第 39 集・第 44 集に福島せいぎ、第 41―43 集は賛助出詠なし。
















みる。最初のうち、句集への投句者数は 30 人未満で、発足後第 6 集ま
でほとんど変わっていない。これが第一期（創成期）の小規模な句会の
姿である。
しかし、第 7 集からは次第に投句者が増えて、第 12 集で最高（74 人）
に達する。第 16･17 集でもともに 73 人の投句を集めるなど、台北俳句
会の発展期であったといえよう。以後第 29 集までほぼ 60 人台を保って
いる。
























度ごとに独立して刊行されていた。その 3 年後第 41・42・43 集が、表












第一期（創成期）　第 1 ～ 6 集　 （投句者 30 人未満、1970 ～ 1976 年度）
第二期（発展期）　第 7 ～ 17 集　（30 ～ 70 人台、1977 ～ 1987 年度）
第三期（高原期）　第 18 ～ 29 集（ほぼ 60 人台で安定、1988～2001 年度）
第四期（成熟期）　第 30 ～ 39 集 （50 人台で漸減、2002 ～ 2011 年度）
第五期（転換期）　第 41 集以降　（40 人台に減少、2012 年度以降）








思われる。また第 5 集から第 26 集までに書かれた「はじめに」／「あ





































































会員は数が多いので代表者の句のみ、第 1・2 集、第 3・4 集、第 5・6
集に分けて見ることにする。
5．第 1 集・第 2 集の「はじめに」と掲載句
第 1 集は七彩台北支部と重なっていた時期であり、『七彩』に掲載さ
れた句がかなり載っている。したがって、句のレベルはある程度保たれ
ていたのではないかと思われる。第 3 集までの「はじめに」はわずか 4





































5 －（1）　第 1集・第 2集の掲載句：暁蘭（陳蘭美）
台北俳句会の創立から黄霊芝の没するまで一貫して参加した、暁蘭
（本名：陳蘭美）・張清瑛（雅号：白圭）・北条千鶴子（中国名：范友佳）
































5 －（2）　第 1集・第 2集の掲載句：王義雄






























































で続けたという。この間『金の卵』（1968 年 10 月）、『銀翼』（1971 年 4































6．第 3 集・第 4 集の「はじめに」と掲載句
第 3 集にはもはや『七彩』に掲載された句はない。この集は第一期で














第 4 集は投句者 28 人。第 3 集までの「はじめに」はごく簡単だった


















というのはこの頃（第 4 集が刊行された 1975 年ころ）になっても、2
年ほどの中断を経て『七彩』に投句ないし投稿していた会員が少数いた








6 －（1）　第 3集・第 4集の掲載句：張清瑛


















6 －（2）　第 3集・第 4集の掲載句：北条千鶴子































の伝統を受け継いでいるといえよう。第 20 集（1992 年 5 月）まで参加


































6 －（4）　第 3集・第 4集の掲載句：頼天河











































7．第 5 集・第 6 集の「はじめに」と掲載句

















が、第 5 集を第 4 集と比べてみると、全体としてレベルが下がったとま
ではいえないにしても、上がっていないことは事実であろう。黄霊芝が
危機感を抱いたのは、一つには投句者数の減少があると思われる。第 3








































































































7 －（1）　第 5集・第 6集の掲載句：施碧霞（玉霜）





























7 －（2）第 5集・第 6集の句：陳金定

























第 1 集から第 14 集まで投句。「からたち」所属で、台北歌壇に所属し



































8．第一期（第 1 集～第 6 集）長老・指導者層の句
最後に台北俳句会の中で指導的な立場にあったと思われる人々、すな





























































1908 年生れで当時台北俳句会随一の年長者。第 1 集から第 6 集まで
投句（第 2 集休詠）。巫永福と並ぶ著名文芸家だが、第一期のみの参加












しかしこの後、第 2 集は休詠している上、第 3 集には 14 句しか出し
ていない。内 12 句が人事句だが佳句が少ない。そもそも俳句に力を入
















































































第 5 集は人事 16 句以上で相変わらず多い。句の幅が広い。自然を詠





























































































































1 ）　「会員だより」『七彩』1971 年 3 月号。
2 ）　高橋郁子「東早苗女史をお迎えして」『七彩』1974 年 2 月号。
3 ）　辻野房子がこれに当る。陳黄候鳥（黄霊芝の次姉）は短歌に関する情報
が見当たらないので、「純粋の」俳句系だったかもしれない。
4 ）　最近の状況を見ると、『台湾歌壇創立五十周年記念号』（2017 年 4 月）に
台湾歌壇の現会員（日本人を含む 99 人）として詠草を寄せている台北俳
句会員が 8 人いる。他に日本人 1 人を含む元会員 4 人の作品が載せられて
いる。
5 ）　2016 年 7 月現在第 43 集まで刊行されているが、第 41 集（中華民国 100
年度）・42 集（同 101 年度）・43 集（同 103 年度）は、2015 年 7 月に三年
度分一括刊行で、編集者は黄霊芝ではなく「台北俳句集編輯委員会」であ
る。なお別に 2010 年 12 月『台北俳句会四十周年紀念集』が刊行されてい
るが、これは事実上の第 40 集に相当するとみられる。
6 ）　孤蓬万里編著『台湾万葉集・続編』集英社、1995 年、412―418 頁。
7 ）　同『台湾万葉集・続編』61―65 頁。
8 ）　孤蓬万里編著『台湾万葉集』集英社、1994 年、246―253 頁。なお『七彩』




























19）　黄霊芝はこの第 1 集の刊行（民国 60 年 10 月 10 日）の十日前（民国 60






20）　第 3 集と第 4 集では黄霊芝（凰春菁）と別の雅号を併記している。しか
しこの「凰春菁」という雅号をそれ以後は使用していない。もともと霊芝
が雅号だから、「黄霊芝」（黄天驥）と本名を併記する方が自然であろう。
21）　前掲『台湾万葉集・続編』385―387 頁。
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